
 

  

 

問題 

はき国家試験＆あまし国家試験 医療＆衛生 四択問題 15 問 キーワード検索 

 

 宣言（ 5 問 ） はき国家試験 医療概論 

 

はき 28-3 ヒトを対象とした医学研究の理論について定めたのはどれか。 

1. アルマ・アダ宣言  

2. 患者の権利宣言  

3. ジュネーブ宣言  

4. ヘルシンキ宣言 

 

はき 26-3 施術者の倫理について正しいのはどれか。 

1. 業務上知り得た患者の秘密は研究目的であっても漏らしてはならない。 

2. 「ヒポクラテスの誓い」は現代には通用しない。 

3. 利益向上のためには QOLは考えなくてもよい。 

4. 「患者の権利宣言」は日本には適用されない。 

 

はき 16-1 医の倫理と関係のないのはどれか。 

 1. インフォームド・コンセント   

2. ヒポクラテスの誓い   

3. 患者の権利宣言     

4. 公費医療給付 

 

はき 13-2 インフォームド・コンセントを含む医の倫理の国際規定はどれか。 

1. ヒポクラテスの誓い   

2. アルマ・アタ宣言 

3. ジュネーブ宣言     

4. ヘルシンキ宣言 

 

はき 12-1 プライマリーヘルスケアの理念を述べたのはどれか。 

1. ヒポクラテスの誓い   

2. ヘルシンキ宣言   

3. アルマ・アタ宣言   

4. 生命と倫理に関する懇談会規定 

 

 

 



 

  

 

 宣言（ 2 問 ） はき国家試験 衛生学 

 

はき 23-5 WHO のアルマ・アダ宣言で示されたのはどれか。 

1. ヘルスプロモーション 

2. インフォームド・コンセント 

3. ヒトを対象とする医学研究の倫理的原則 

4. プライマリ・ヘルス・ケア 

 

はき 18-3 プライマリヘルスケアに関して誤っているのはどれか。 

 1. 住民参加   

2. 高度医療   

3. 包括的保健システム   

4. アルマ・アタ宣言 

 

 宣言（ 3 問 ） あまし国家試験 医療概論 

 

あ 26−3 患者の自己決定権とともに「患者の権利宣言」の基軸となっているのはどれか。 

1. バイオエシックス  

2. インフオームド・コンセント  

3. QOL 

4. ターミナルケア 

 

あ 21-2 ヒトを対象とした医学研究の倫理についての国際的規範はどれか。 

1. ジュネーブ宣言 

2. ヒポクラテスの誓い 

3. ヘルシンキ宣言 

4. 患者の権利宣言 

 

あ 14-1 インフォームド・コンセントで誤っているのはどれか。 

1. 医療上の説明を受ける。        

2. 医療内容を選択できる。 

3. アルマ・アタ宣言に述べられている。   

4. 治療を受けることを拒否することが出来る。 

 

 

 

 



 

  

 

 宣言（ 5 問 ） あまし国家試験 衛生学 

 

あ 28−8  1986 年にヘルスプロモーションを健康づくりの戦略に位置付けたのはどれか。 

  1.  リスボン宣言  

  2.  ジュネーブ宣言  

  3.  アルマ・アタ宣言  

  4.  オタワ憲章 

 

あ 26−11 健康増進の考え方を提示したのはどれか。 

1. アルマ・アダ宣言  

2. ジュネーブ宣言  

3. オタワ憲章  

4. WHO 憲章 

 

あ 16-3 プライマリ・ヘルスケアの概念を定めたのはどれか。 

 1. WHO 憲章    

2. アルマ・アタ宣言    

3. オタワ憲章    

4. ヘルシンキ宣言 

 

あ 15-5 地球温暖化に対する宣言はどれか。 

1.  モントリオール議定書   

2.  ワシントン条約   

3.  ウイーン条約   

4.  京都議定書 

 

あ 13-3 ヘルスプロモ－ションの概念を定めたのはどれか。 

1. ＷＨＯ憲章   

2. オタワ憲章   

3. アルマ・アタ宣言   

4. ジュネ－ブ宣言 

 

 

 

 

 

 

 



 

  

 

解答 

はき国家試験＆あまし国家試験 医療＆衛生 四択問題 問 キーワード検索 

 

 宣言（ 5 問 ） はき国家試験 医療概論 

 

はき 28-3 ヒトを対象とした医学研究の理論について定めたのはどれか。 

1. アルマ・アダ宣言  

2. 患者の権利宣言  

3. ジュネーブ宣言  

4. ヘルシンキ宣言 

 

はき 26-3 施術者の倫理について正しいのはどれか。 

1. 業務上知り得た患者の秘密は研究目的であっても漏らしてはならない。 

2. 「ヒポクラテスの誓い」は現代には通用しない。 

3. 利益向上のためには QOLは考えなくてもよい。 

4. 「患者の権利宣言」は日本には適用されない。 

 

はき 16-1 医の倫理と関係のないのはどれか。 

 1. インフォームド・コンセント   

2. ヒポクラテスの誓い   

3. 患者の権利宣言     

4. 公費医療給付 

 

はき 13-2 インフォームド・コンセントを含む医の倫理の国際規定はどれか。 

1. ヒポクラテスの誓い   

2. アルマ・アタ宣言 

3. ジュネーブ宣言     

4. ヘルシンキ宣言 

 

はき 12-1 プライマリーヘルスケアの理念を述べたのはどれか。 

1. ヒポクラテスの誓い   

2. ヘルシンキ宣言   

3. アルマ・アタ宣言   

4. 生命と倫理に関する懇談会規定 

 

 

 



 

  

 

 宣言（ 2 問 ） はき国家試験 衛生学 

 

はき 23-5 WHO のアルマ・アダ宣言で示されたのはどれか。 

1. ヘルスプロモーション 

2. インフォームド・コンセント 

3. ヒトを対象とする医学研究の倫理的原則 

4. プライマリ・ヘルス・ケア 

 

はき 18-3 プライマリヘルスケアに関して誤っているのはどれか。 

 1. 住民参加   

2. 高度医療   

3. 包括的保健システム   

4. アルマ・アタ宣言 

 

 

 宣言（ 3 問 ） あまし国家試験 医療概論 

 

あ 26−3 患者の自己決定権とともに「患者の権利宣言」の基軸となっているのはどれか。 

1. バイオエシックス  

2. インフオームド・コンセント  

3. QOL 

4. ターミナルケア 

 

あ 21-2 ヒトを対象とした医学研究の倫理についての国際的規範はどれか。 

1. ジュネーブ宣言 

2. ヒポクラテスの誓い 

3. ヘルシンキ宣言 

4. 患者の権利宣言 

 

あ 14-1 インフォームド・コンセントで誤っているのはどれか。 

1. 医療上の説明を受ける。        

2. 医療内容を選択できる。 

3. アルマ・アタ宣言に述べられている。   

4. 治療を受けることを拒否することが出来る。 

 

 

 



 

  

 

 宣言（ 5 問 ） あまし国家試験 衛生学 

あ 28−8  1986 年にヘルスプロモーションを健康づくりの戦略に位置付けたのはどれか。 

  1.  リスボン宣言  

  2.  ジュネーブ宣言  

  3.  アルマ・アタ宣言  

  4.  オタワ憲章 

 

あ 26−11 健康増進の考え方を提示したのはどれか。 

1. アルマ・アダ宣言  

2. ジュネーブ宣言  

3. オタワ憲章  

4. WHO 憲章 

 

あ 16-3 プライマリ・ヘルスケアの概念を定めたのはどれか。 

 1. WHO 憲章    

2. アルマ・アタ宣言    

3. オタワ憲章    

4. ヘルシンキ宣言 

 

あ 15-5 地球温暖化に対する宣言はどれか。 

1.  モントリオール議定書   

2.  ワシントン条約   

3.  ウイーン条約   

4.  京都議定書 

 

あ 13-3 ヘルスプロモ－ションの概念を定めたのはどれか。 

1. ＷＨＯ憲章   

2. オタワ憲章   

3. アルマ・アタ宣言   

4. ジュネ－ブ宣言 

 

 

 


